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【要旨】

近年,図画工作科及び美術科の授業づくりにおいて,作家や学芸員 (美術館等)と連携した取り組みが盛んに

なり,様々な実践が報告されている。本報告は,学校と作家が連携した授業づくりの取り組みについて,先行研

究等からそのスタイルのll■向を分析し,静岡大学附属島田中学校で実践された取り組みについて報告を行うもの

である。本実践では,作家との連携授業が単元計画の中に計画的に位置づけられており,それが特徴でもある。
実践を報告すると共に,作家と連携した授業づくりの教育内容・方法の一事例を提案する。

【キーワード】鑑賞教育 授業づくり 連携 作家 題材開発及び研究

1 はじめに
近年,図画工作科及び美術科の授業づくりにおいて,

作家や学芸員 (美術館等)と連携した取り組みが盛ん

になり,様々な実践が報告されている。平成 20年告
示の中学校学習指導要領には「美術館・博物館等の施

設や文化財などを積極的に活用するようにすること」

や「実物の美術作品を鑑賞する機会が得られるように

したり,作家や学芸員と連携したりして,可能な限り

多様な鑑賞体験の場を設定するようにするJl)と の

記述があり,学校と地域の文化施設,作家との連携に

よる授業の充実が求められている。しかし,学校が美

術館や作家等と連携を行うことには,多くの課題も山

積している。平成 21年に静岡県立美術館で開催され

た第 1回鑑賞教育指導者研究会では,学校と美術館と
の連携について,金銭・システム面等のハー ド面や資

料や教材等のソフト面の課題が参加者から幅広く出さ

れた。また,平成 23年に報告された「特定の課題に

関する調査 (図画工作 美術)J2)の 中では,「地域
の美術館等と連携するような指導を工夫していますか」

の質問に対し,肯定的な回答をした小学校教員は
118%に止まり,依然として全国的に低い数値を示し

ていることが明らかである。近年,美術館等の活用や

作家との連携が教育において重要なキーワードになつ

ているにも関わらず,現場の教員や美術館関係者等は

多くの不安や課題を抱えていることが上記のアンケー

トや調査等から考察できる。

* 静岡大学 教育学部 附属島日中学校
** 静岡大学 教育学部

2 作家と連携した授業づくりのスタイル
作家との連携による授業づくりに着目してみると,

近年,様々なスタイルで実施されている。こうした実
践で課題としてあげられるのが,作家とのコンタクト
の取り方,ねらいや内容の設定,計画,方法,評価等
である。特に,作家とのコンタクトに関して,教員が

個人で取り組むことは容易なことではない。作家との

連携による授業づくりのスタイルは,おおよそ,以下
の 3つに大別される。

・外部プログラムヘの参加

NPO法人などによるコーディネイト

・教員 (個人)によるコーディネイト

まず,外部プログラムについてだが,近年,美術館
等で作家を学校に派遣する取り組みが積極的に実施さ

れている。例えば,東京都現代美術館では,ス クール

プログラムの中で「アーティスト1日 学校訪問」を設

定しており,活躍中の現代美術アーティストを都内の

小学校,中学校,高等学校,特別支援学校 (年 6校)
を訪問し出前授業を行っている3)。 美術館以外にも,

企業等の団体が実施している取り組みもある。朝日/Jr

聞社では,読書推進事業として「オーサー・ビジット」
4)に取り組んでいる。 「オーサー・ビジット」では,
「作家が教室へ !な りたい自分ヘー歩」をキーワード

に掲げ,子どもが世界の多様さに驚き,表現の楽しさ
等に触れる事をねらいとして,人気の作者 (本に関係
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する)が学校を訪問し,特別授業を行つている。対象

は,小学校から高校であり,学校と相談の上,実施時

期などを決定している。

次に,VO法人等によるコーディネイ トだが,学校
と作家の連携の際,NPll法人が中心となり学校に作家

を派遣する事例が多く報告されている。NPO法人「芸

術家と子どもたちJは,1999年 に発足し,2001年か

ら NPO法人として活動を行つている団体である。
「ASIAS(エ イジアス)」 という活動では,現代アー

ティスト (美術,ダンス,音楽,演劇等の多様なジャ
ンル)が小学校・中学校,幼稚園等に出かけていって,

教員と協力しながらワークショップ型の授業を実施し

ている5)。 さらに,横浜市では横浜で活動を続ける

POや芸術団体,地域の文化施設を中心に,学校 ,
アーティスト,企業,地域住民,行政等が連携・協同

する場「横浜市芸術文化教育プラットフォームJを平

成 20年に設立している。学校プログラムは,平成 16

年からスター トしており,芸術に触れる機会を提供す

ることや倉1造性の育成等をねらいとして,美術,音楽,

演劇等,幅広い分野で活躍している芸術家が直接学校
へ出かけ,「体験型」と「鑑賞型」のプログラムを提

供している6)。 この 10年間で, 7万人を超える児

童・生徒が参加している
7)。

実際,近年,こ うした外部プログラムや NPO等によ

る地域の人材バンクを活用して,各学校が授業に取り

組んでいることが指摘されており
8),図画工作科や

美術科だけでなく,言語教育や音楽科等においても,

事例が報告されている (城間・茂呂,2007,岡 田・槙

原,2014)。

最後に,教員 (個人)自 身によるコーディネイ トで

ある。これは,教員が直接作家と連絡を取り,連携を

行う方法である。

学校では,以上述べてきた方法 (ス タイル)を選択

しづつ,作家と連携した授業づくりに取り組んでいる。

特に,外部プログラムや NPO法人等によるコーディネ

イトについては,利用している学校が多く存在し,そ
の報告数も多い

°)。 しかし,これらは地域によつて

偏りがある事も確かである。東海地区では,愛知県で

開催された「あいちトリエンナーレ 2013」 において ,

参加アーティストを学校へ派遣する取り組みが行われ

ていたり,愛知県立美術館を中心とする「愛知県鑑賞

学習普及事業実行委員会」では,平成 23年度から文

化庁の助成を受けて,地域の学校や美術館・アーティ
スト等と連携して事業を実施したりしている。静岡県

では,こ うした取り組みが充実しているとはいえず,

学校が作家と連携した授業づくりを提案する際は,教

員自身の努力によつて,作家とコンタクトを取り,授
業づくりに取り組んでいかなければならない状況にあ

る。

静岡大学附属島田中学校では,近年,全教科を通し

て,連携を意識した授業づくりに取り組んでいる。美

術科においても,「地域 (人・こと)」 との連携 ,

「他教科・他教員」との連携,「他機関 (美術館等)」
との連携に取り組んできた

101。 前任者 (美術科)が

担当した授業では,単元内に地域の作家と連携した授

業を位置付けて実施したこともある。平成 25年度の

年間指導計画にも,授業者 (加茂)のコーディネイト
により,作家と連携した授業づくりに取り組んでいる。

3 先行研究
作家と連携を行つた実践については,地域のNPOが

中心となり作家と学校をつないだ事例や大学・学校・

アーティストの連携事例,地域の芸術祭のプロジェク

トの 1つとして実践された事例等が報告されている。

NPOが作家をコーディネイトした実践報告に,津屋

有李「滋賀県におけるPOがつなぐ美術館・芸術家と
の学校連携」1● がある。平成 12年に発足した WOが

学校と美術館及び芸術家の橋渡し役となり実施した連

携授業から,連携授業で重要なことは学校が主体とな

り,学習の場であることを共通理解することだと指摘
する。また,鳥取大学の「地域再生プロジェクト」活

動報告 (2013年度)では,鳥取県内東中西部の小中

学校と連携し,アーティストを招いたワークショップ

型授業実践を通して学ぶ機会を設けている。特色とし

ては,地域の NPO等と大学教員が連携し,学校での

ワークショップ事業をコーディネイ ト・実施する等が

あげられている。課題には,時間的なものから予算的
なものまで,ハード面の充実 (アーティストの登録 ,
リスト化,情報公開などシステム構築等)に関する課

題が多くあげられている。本報告では,鳥取大学附属
中学校での現代美術作家によるワークショップ

'ふ

つ

う (日 常)の門」も紹介されている。 3日 間にわたり

オーギュスト・ロダン作「地獄の門」と同じサイズで

「日常の門」を制作する内容が紹介されている。

大学・学校・アーティストの連携事例としては,辻
泰秀 山本政幸 浅尾知子「地域における『学校美術館』

の構想と準備一地域の学校やアーティストとの連携―J
121がぁる。本実践では,大学教員のコーディネイト

によリアーティストが学校に来校し,本物の作品を展
示する取り組みが行われている。教育活動に深い理解

をもち,ギ ャラリー・ トーク等への協力できるアー

ティストを選出している。連携による実践では,事前
に丁寧な準備や打ち合わせをすることが望まれる事,

児童・生徒の実態把握の重要性等が指摘されている。

地域の芸術祭のプロジェクトとして実施された連携

事例としては,佐藤哲夫 磯辺征尊「芸術家と教員の
コラボレーション授業によつて生まれる子どもの芸術

的気づき―『水と土の芸術祭 2012』 こどもプロジェ

クトの事例―」・ )がある。芸術祭の参加芸術家と教

員のコラボレーションによる授業実践が紹介されてお
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り,実践を通して,子どもの芸術的気づきを芸術家が

触発していることを指摘している。

以上,先行研究から,作家と連携した授業には様々

なスタイルがあり,成果や課題も多様な視点からあげ
られていることがわかる。実践としては, ワーク

ショップ型の単発的な報告が多くみられる。作家と連

携した単発的な実践が教育効果を期待できないという

わけではないが,こ うした実践が教科の年間指導計画

や単元の中に意図的・系統的に位置づけられるとした

ら,その教育効果はより期待できると考えられる。先

行研究の中には,参加作家の選出条件として同学校で

次年度以降の参加も期待できることがあげられている

ものもある・ )。

本稿では,単発的な授業計画ではなく,年間指導計
画及び単元計画の中に計画的に位置づけられた附属島

田中学校での実践を報告すると共に,作家と連携した

授業づくりの教育内容・方法の一事例を提案する。

4 附属島田中学校美術科の研究概要
(1)問題の所在
図画工作科・美術科という教科の魅力の一つに ,
「どの子も楽しめるJと いう点があげられる。しかし,

中学校の美術科で実感させたいのは,ただ「やってみ
たい」と興味をもつて活動する楽しさだけではない。

授業を通して,生徒が自己の内面に目を向け,自分の

想いや自分らしさを追究し,その上で「自分で新しい

ものを創り出す楽しさJを実感させたいと考えている。
美術の授業は,美 と創造という観点で,倉 1造すること
の楽しさや喜びを実感し充実感や成就感を味わう学習

であり,生徒たちに新しく何かを倉1り 出すことへの意
欲をもたせる心の教育である。そして,美術の授業を
通してつけた力は,生徒が生涯にわたって豊かに生き
ていくための,自分で楽しさを創造していく力につな

がっていくと考える。

しかし,実際に中学生と関わつていくと,題材に対
して「やつてみたい」という意欲がわかないという実

態に驚かされる。他者との技能面だけを比較し,表現
や鑑賞をすること自体を投げ出してしまう生徒も多い。

これには, 自己肯定感の低さが大きな影響を与えてい

ると考えられる。その要因は,大きく2つあると考え
た。

1つ 目は,発達段階である。思春期と呼ばれる中学
生の時期は,心も体も,人生の中で最も大きく変化し
成長する。自他の表現や作品も,客観的に見ることが
できるようになるため, 自己と他者の違いや,能力差
を感じることが多くなる。他者よりも下手だと思うと,

周りの目が気になり,「楽しくない」「どうせ上手く
できないからやりたくない」「自分の作品を見せたく

ないJと 思つてしまう傾向にある。

2つ 目は,家庭環境である。どんなに辛いことが

あつても,あ りのままの自分を受け止めてくれる温か
な家庭があれば,子 どもは乗り越えていくことができ
る。ところが現実には,虐待やネグレクト,家庭内の
不和,離婚や再婚,親の失業等,子 どもを取り巻く環
境は著しく悪化している。このような環覚の中, 日の

前の多くの子どもは,親に反抗するでもなく文句を言
うわけでもなく,驚くほど大人の事情や想いを理解し,
自分の気持ちを押し込めて生活している。そのため
「どうせ自分なんか」と自暴自棄になつたり,自 己肯
定感をもてなかったりする子どもが増えていると感じ

ている。

また,附属島田中学校 (以下,本校と記す)な らで
はの実態もある。本校の生徒は,入学に当たって受験
を経験している。地域の中でも比較的学力の高い生徒

が集まっており,家庭的にも教育熱心で経済力もあり,
恵まれている生徒が多い。集団としても素直で明るい

雰囲気があり,学習意欲も高い。美術においても,表
現や鑑賞を投げ出してしまうということはない。作品

も必ず完成させ,質が高いものが多い。一見すると,
自己肯定感が低くなる原因はないように思われる。し

かし,本校にも家庭的な問題を抱えている生徒はもち
ろんいる。また,親からの過度の期待をプレッシャー
に感じたり,過保護・過干渉にストレスを感じたりし
ている生徒も多い。さらに,多くの生徒が,週に 2・
3回は学校帰りに塾に通い,夕食もコンビニで買つて

済ませるのも実情である。塾には附属生だけのクラス

が設けられ,模試の順位で座席が決められており,無
意識に上下関係ができている。

学校では,同質の集団であるため力、 「できて当た
り前」という気持ちが強く, 自分の理想とする姿や達
成目標が非常に高い傾向がある。言うなれば「力のあ

る転校生の集団Jである。だからこそ,できなかった
時の劣等感は,相 当なものなのである。実際には
90%も できているのに,ほとんど全員が 100%できて
いるように感じて,「 自分だけ 90%しかできなかっ
たJ「自分はできなかつた」と思い込んでしまう。こ
のことが,どんなにがんばっていても成就感や達成感
をもてず,本校の生徒の自己肯定感を低下させる原因
となつている。

美術においてもこの傾向は強く,この「できて当た
り前」の気持ちが,表現や鑑賞の妨げになっている。
周りと技術の優劣のみで比較するため,実際には,す
ばらしい表現や鑑賞をしているにもかかわらず,自分
の表現や感じ方に自信をもてないのである。

表現すること,鑑賞することの価値は,知識や技能
の優劣をはかることではない。この生徒たちが,主体
に膚1造する楽しさを実感するためには,「対話」を通
して他者の想いを知り, 自分の想いをより確かにする
ことで,形や色彩などのさまざまな造形要素から作者
の想いを感じ取り,新 しい価値を見いだす力をつける
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必要あるのではないかと考えた。

(2)研究目的
上述した事項や生徒の実態をもとに,平成 23年度
より附属島田中学校美術科 (以下,美術科を記す)の
研究主題 (テーマ)を 「創造する楽しさを実感し豊か

に生きる生徒の育成～他者との対話を通して自己肯定

感を高める授業の工夫～」と設定し,研究及び実践を

重ねている。教科で育てたい生徒像は,「美術を愛好
し,豊 力ヽ こ生きるための追1造活動への意欲にあふれ,
自ら「美しさ」や「楽しさ」を創り出せる生徒」と設

定した。

教科テーマは,教科で身につけたい要素の中の「関
心・意欲・態度」に着目をし,「創造する楽しさを実

感し 豊かに生きる生徒の育成」と設定した。また,
サブテーマは「他者との対話を通して自己肯定感を高

める授業の工夫Jと した。対話とは,「向き合うこ

と・語り合うことで心の共鳴を引き起こし,新たな価
値観を生み出していく活動」であると考えた。「ひと

との対話」は,大きく分ければ, 自分自身との対話
(自 己内対話)と , 自己と他者との間の対話 (他者間対

話)と に分けられる。表現と鑑賞の中で,「 自己内対
話Jと

'他
者間対話」を繰り返してつないでいき,自

己肯定感を高めることで,創造する楽しさを実感させ
ていきたい。対話は「ひと」だけに限つたものではな

い。「こと」,「ものJと の対話もある。どの対話に

おいても,最終的に全てが
'自

分自身との対話」であ

ると言えよう。本題材では,他者の作品の出来映えや

他者の目を気にして,自 己肯定感を持てない本校の生

徒達の実態を踏まえ,対話を生み出す題材づくりや方
法,プロセスなどを工夫し,授業過程における意図
的・効果的な「他者との対話」のあり方を検証してい

る。図 1は,美術科の研究構想図である。

5 作家と連携した授業実践
(1)題材名
命の輝きを切りだそう ～私の沖縄体験を通して～

(2)対象学年
第 3学年 (男子61名  女子 59名  計 120名 )

(3)題材目標
・沖縄の歴史や事実,自 己の体験から発信したい思い

を明確に持ち,自 分が感じる「命の輝き」とは何か

を考えて意欲的に表現する。 (関心・意欲・態度)

・沖縄の歴史や事実, 自己の体験を土台とし, 自分が

感じる「命の輝き」を,色彩や形などの造形要素を
意識し,抽象と具象を効果的に組み合わせ工夫する。
(発想の能力)

図1 本校美術料の研究構想図

・試作での経験を生かして,自分が感じる「命の輝き」

を切り絵で表すために, 自分の意図に合う切り方を

模索し,創造的に表現する。 (創造的な技能)
.自他の作品に込められた思いと「命の輝き」を,色
彩や形などの造形要素に着日して感じ取り, 自分の

美的価値観をもつて自他の作品のよさを味わう。

(鑑賞の能力)

(4)題材設定の理由
本題材は, 3年生の題材の最終授業 (切 り絵)と し

て,また中学校 3年間の最後の題材として計画したも
のである。切り絵の題材 「命の輝きを切り出そう～私

の沖縄体験を通して～」 (全 18時間・4～ 11月 及び
3月 実施)は,修学旅行での平和学習をもとした切り
絵の制作を通して, 自分が感じたこと・考えたことを

再構成し,作品を通して自己の想いを発信していくこ
とをねらいとしている。なぜ切り絵を題材として選ん

だのか。それには,本校の修学旅行及び福井利佐氏と
の出会いについて特筆しなくてはならない。

本校の修学旅行は,県内の中学校ではめずらしく,
沖縄での平和学習を主たる目的としている。今回は,

その修学旅行でおこなった平和学習をいかして題材を

組むことにした。生徒が作品を制作する上で,最も大
切なことの一つは,テーマ設定である。こちらから与
えたテーマではなく,自分が表現したいと思える切実

感のあるテーマを設定することは,その後の制作意欲
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に大きな影響を与える。自らテーマを探す場面から,

すでに生徒の自己内対話が始まつている。体験を通し

て得た強い思いがあるならば,なお一層自分の内なる

思いを他者に発信したいという思いが強まり,テーマ

に「表現したい必然性」が生まれてく。修学旅行に

よつて生まれた平和への強い思いにより,生徒の心は

大きく揺さぶられ, 自然と涙が流れるほどの感動や重

い感情を生み出した。そして,生徒達はその思いを
「発信したい」と考えた。そこで,この体験や感じて

いる思いを,美術の力を生かして形に残すと共に発信

することで,生徒の自己肯定感が高まっていくのでは

ないかと考えた。 しかし, こうしたねらいを達成する
題材検討を行つていたが,なかなか決定することが難

しかつた。迷いつつも,題材検討を続ける中,鑑賞の

題材のヒントを探すために,静岡県立美術館を訪れた

際,偶然にも福井利佐氏・ )の画集と作家本人に出
会つた。福井氏の生命力溢れる作品と,地元である静

岡出身の作家本人と,子 ども達の修学旅行で体験し感
じる思いや沖縄の光と影が,一本の線でつながったよ

うに感じた。修学旅行で生まれるであろう,彼 らの心
の中の「沖縄の光と影」,「 自分自身の命の輝きJを

表現するためには, 自と黒のコントラストが際立つモ

ノクロに絞った切り絵が,最も適していると確信し,
題材として年間指導計画の中に位置づけ,取 り組むこ

ととした。

(5)作家との連携スタイル

本実践の作家との連携に関しては,教員自身 (個人)
によるコーディネイ トである。先述したように,静岡
県には,外部プログラムや NPOでの取りl■みが充実し
ているとはいえず,作家と連携した授業づくりについ

ては,授業者本人の努力によるところが大きい。静岡

県立美術館で福井氏の作品 (画集)と本人に直接対面

した授業者が,その場で名刺を交換して,後 日授業依

頼の問い合わせをメールで行つた。外部プログラムや

WOに よる授業においても,事前打ち合わせは重視さ
れているが,本実践においても重視した。メールでの

やり取りの他に電話での打ち合わせを複数回行い,対
面による打ち合わせも行つた 。)。 事前打ち合わせで

は,授業当日に作品を持参してもらうことを依頼した。
また,授業のねらいや単元計画や内容等を福井氏に理

解してもらうために,本校の研究発表会の紀要を郵送
した。福井氏は,内容に目を通してくれると共に,単
元のねらい等に強く共感してくれた。

(6)題材研究
福井氏の作品は,圧倒的な生命力に溢れている。黒
い髪の毛のようにうごめく線は,時に見るものに恐怖
すら感じさせる。私達の既成概念の中の切り絵とは,

図2 彗り絵及び福井氏に関する選材研究の流れ

図3 授業者による参考作品

明らかに違う。授業者に切り絵の経験がほとんど無

かつたため,実感をもつて作品について語つたり指導
したりするのには,題材研究が必要であつた。そこで,
切り絵の魅力・福井氏の作品の魅力について,図 2の
ように題材研究を進めた。

①では,実際に授業者が引率した修学旅行の体験か
らテーマを決定し,参考作品づくり (試作)に取り組
んだ。 1枚だけではなく,複数枚制作することで,体
験からイメージを広げ,思いを深めつつ表現するとい

う一連の流れを確認すると共に,材料・用具研究や画
用紙を切るという技術に関するポイントもおさえるこ

とができた。図 3は,最終的に生徒達に提示した授業
者による参考作品である。

②では,福井氏との打ち合わせを兼ねて,ポーラ

・喜窓褒棗を鶴象で表現する小作品0制作
●r命の■な逹切り出そ力本作品の減

"

■01●●1月o鸞涙 電ヂド1餞rui■賢 。てぉ
こな0わたワークショップに,疵

・IB丼氏の機颯

癬 丼師 たテレぼ番燿●樫壕
Ⅲ●樋0切り餘φ爾彙
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ミュージアムアネックス (東京都中央区銀座)で開催
されていた福井氏の個展及びワークショップに本校の

協力員である公立学校の教員 3名 と共に参加してきた

(図 4)。 ワークショップでは福井氏が講師を務め,

切り絵の作品を制作する内容 (3時間)であった。制
作する型紙は決められていたものの,作家本人の指導
のもと,切 り絵の方法やポイント,魅力を感じること
ができ,充実した時間となつた。作品展示等について
も学びを得ることができた。

③では,福井氏や他の作家の画集を収集し,福井氏
が出演した TV番組や映像作品の WDを視聴し作家及
び作品研究を深めた r)。

図4 フークションプで制作する様子

表 1 単元計画 く全 18時間 )

(7)単元計画
本実践の単元計画は,表 1の通りである。本単元は,
全 18時間で構成されており,7月 末から 11月 にかけ
て実施した題材である。本計画 (表 1)は ,計画段階
で作成したものとなっている。計画段階では,生徒が
切り絵 (表現)の作品を完成した後,福井氏を授業に
招き,鑑賞授業を実施するという流れを設定した。実
際の授業の流れは,表 1の通り変化はなかったが,本
単元の最終授業となる 18時間目の福井氏参加の鑑賞
授業は,作家とのスケジュールの調整などの理由から
3月 に新たに2時間設定して実施することになつた。
また,事前学習の一環として,静岡大学教育学部の学
生が作成した福井氏に関するパネルを本校内に展示し,
生徒の鑑賞への意識や関心を高めていった。

(8)作家と連携した鑑賞授業の概要と目標
・題材名

「表現すること～出会い 見つめて 感じ取ろう～J

(全 2時間 3月 実施)
・対象学年

第 3学年 (男子 61名 女子 59名 計 120名 )
・目標

・表現者の生の声,本物の作品に直接触れる活動を
通して, 3年間の美術の学習を振り返り, 自分に
とつての美術,思いを表現することの価値 意義
について考える。 (美術への関心・意欲・態度)
。作品の鑑賞や作者との対話を通して,色や形など
の造形要素に着目し,作品のよさを味わい,作者
の思いや表現の意図を感じ取る。 (鑑賞の能力)

第 1時 【鑑賞】二人の恋人        ~
像画を対比鑑賞し,造形薯繁から人物像力棋後寸

`=第 2時 【鑑賞】ピカソはなせ  ~~
色彩豊かに描くピヵソが:ゲル■ヵを自と黒だけで描いたその黒いま者力ふ

第 3時 【表現】カッターの達人になるう① 紋切りに挑戦 l

…

,ワークシートでため lンに切り 美tぞ tlれ ム十熊滋者,ス
第 4～
6時
【表現】カッターの達人になろう② 書怒哀楽を抽象で表現しよう
喜怒哀楽を表す二回線り返す擬態語を選び,拍象表現した小作品を制作する。

第 7

16時

【表現】命の輝さを切り出そう            ~

第17時

(本

時 )

【鑑賞】40人の命の輝きを感じ取ろう|              ~~~T
詈Fξ雹?簿景雷傍置彩曇異惜ζ曹言零蛾

lilll,あ 1蓋會:j[』[)
第18時 鶴 賞】命の輝きを感じ敢ろう

~~

静岡県出身の切り画作家・福井Xll佐さんの生品を鑑賞する。
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本題材は,作家 (表現者)の生の声を問き,本物の

作品に直接触れる活動を通して,三年間の美術の学習

を振り返り, 自分にとつての美術,思いを表現するこ

との価値・意義について考えることをねらいとして実

施した。

①第 1時

第 1時は,滝平二郎氏と福井利佐氏の作品を対比し

鑑賞をさせた。鑑賞作品には,滝平氏の「モチモチの

木Jの表紙絵,福井氏の「個人的識別 母」を使用し
た。まずは,二つの作品の類似点と相違点を語り合っ

た。実際に切り絵を制作した生徒だからこそ,黒い線
が無数に重なる福井氏の作品から,「血管のように血

が通つているようだ」「生きているみたい」等,作品

から生命力 気ヽ の輝きを感じとっていた。また,滝平

氏の作品からも,線の太さによる立体感や単純化のよ

さを感じとることができた。

次に,「福井さんは切り絵で何を表現したかつたの

か」という問いを投げかけた。この問いに対しても,

「筋内の動きや立体感」という物質的な面からの意見

だけでなく,「表面的には見えない思いJや 「生きて
いる,血がかよっている感じ」といつた作者の想いや

内面について想像を広げた意見も多く出た。福井氏が

静岡県出身の切り絵作家であることや,様々な業界と
コラボレーションをして表現活動を展開していること,

家が理髪店だつたこと等,生徒の発言と結びつけなが

ら情報も与えていつた。同時に,滝平氏についても,
終戦を沖縄本土で迎えたことや,他の代表作にも触れ,
それぞれの表現の素晴らしさや作品の魅力について,

生徒の言葉を生かしつつまとめていった。

最後に,次の時間の予告を行つた。三年間の最後の

美術の授業として福井氏を招くことを告げ,福井氏ヘ

の質問を一人 1つ記入させた。

第 2時は,三年間の最後の授業として,全クラス合
同で,実施した。本授業に,静岡県出身の切り絵作家
である福井利佐氏をお招きした (図 5)。 生徒から出

た質問事項を集計し,その質問事項をもとに,授業者
と作家の対談形式で進めていくこととした。生徒から

の質問事項は,数の多い質問と本質に迫る質問に場合
分けした。以下が主な質問内容である。

【多かつた質問】

○一作品に,平均どのくらいの時間がかかるの力、
Oモチーフは, どうやって決めているか。
O普段, 日には見えない線が顔にたくさんあるが,その線
はどんなふうに生まれてくるの力、

O切 り絵に使われている色とその配置は, どのように選
び,決めているのか。
O切つているときはどんな気持ちか。
O何を考えて切つている力、
○切り絵を通して何を伝えたいと思つているのか。

O何か伝えたいメッセージはぁるのか。

I本質に迫る質問】

○描く絵と切る絵と,何がどう違う力、
O作品をつくつている途中で,これは違うな,これじゃイ
ヤだなと思うことはあるの力、 また,その時どうするの

力、

○いつから美術の道を目指したの力、

○美術をやつていて,将来何かの役に立つのか。
O「目に見えるもの」と「 (目 に見えない)感 じるものJ
の 2つのうち,どちらの方を特に重視しているか。
○福井さんにとつて「命J「生命力Jと は何か

②第 2時

導入では,福井氏の紹介をおこなつた。経歴につい

て,テ レビ番組 「オデッサの階段」博)を一部抜粋し

視聴させ,授業者が補足説明を行つた。その後,福井
氏から,直接自己紹介をしていただいた。
その後,事前に集計した質問から,数が多かった質
問を福井氏に投げかけていった。対談の中では,途中,
本物の作品を鑑賞する時間を取つた。本授業のために,

福井氏には2点の作品を持参いただいた。実際に作品

を間近に鑑賞することで,生徒達の興味・関心が高ま
り,その後の福井氏に対する感想・質問タイムでは,
事前の質問以外にも,「福井さんは生と死をどう考え
ているか。J等,作品の本質に迫る質問が生徒からで
た。福井氏の返答の中には,「 自分には切り絵しかな
かつた」「言葉では言い表せない何かを表す」「美術

は心を浄化するJ「表現に込めた想いは必ず伝わる」
「美術は人生を豊かにするJ「表現ができるのは人間
だけ」等,作家の生き方に触れる言葉,美術の大切さ
や魅力を語る言葉が数多くあった。生徒達は,実際に
作者の表現に対する真摯な姿勢や本物の作品に触れ,

互いの想いを受信・発信をすることで,表現すること
や鑑賞することの意義を深く考えることができた。

授業の最後には,三年間をふり返り,「自分にとっ
ての美術とは何かJを考える自己内対話をおこなった。
作家との直接的な他者問対話が生徒の心を揺り動かし,

より深く,美術と自分の生き方について考える姿が見
られた。以下は,生徒の記述 (一クラス40人分)に
多かった内容と,記述の一部抜粋である。

◇「あなたにとって美術とはJ記述内容 (40人分)

自分自身を表現できる (自 己表現) 28人
これからも表現・鑑賞し続けたい 25人

美術のよさ・楽しさ おもしろさ 22人
「自分らしさ」「個性Jの大切さ 21人

他者理解としての美術 (伝える・伝わる) 20人

自分の成長・美術に対する気持ちの変化 18人

美術の存在意義 (社会・自分にとつて) 15人

美術の可能性 (～できるのではないか) 9人

これからの自分の生き方 5ノ、

美術の難しさ 5ノ、

福井氏の作品の造形要素から感じたこと 5人
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◇あなたにとつて美術とは (一部抜粋)

福井さんの,人生を美術とともにつくるような考えが,
自分の中ですごく共感できた。自分も美術で自分を表現
して…とはいかないけれど,福井さんにとつて切り絵の
ようなものを,これから自分の人生の中で見つけていき
たい。まだ,自分の将来やりたいことすら決まつていな
いけれど,も しかしたら美術って,こんな時に見たり表
現したりして,自分の心を満たしてくれるものなのか
な。 (H Y)

私はこの 2年間,見える美しさ=う まさよりも,見えな
い美しさを意識していた。そういった面から考えると,

美術つて深いなと思う。自分を表現するため。自分を伝
えるため。自分を見せるため。考えさせるため…。中学
に入つて,美術とか芸術に対する考え方が変わった。こ
れから,も つと自分を表現しよう。授業で感じたこと,
学んだことを活かして,新たな手段で美しさを出してい
きたい 1(I K)

今日,福井さんのお話を伺ったことで,美術は,人のつ
くつた作品は,視野を広げ,生活を豊かにする力がある
とわかりました。今まで何気なく受けてきた授業の中に

は,そのような奥の深い意味が含まれていたと気づかさ
れ,「美術つてすごいなJと思いました。私は,美術は
とても好きですが,みんなの上手な作品を見て,自分の
ものと比べてみると,いつも自分の作品がみんなより
劣つていると感じてしまつていました。でも,「自分の
気持ちを素直に精いたり,一生懸命に描けば,必ずその
気持ちが伝わる。Jと いう福井さんの言葉にとても感動
し,勇気づけられました。だから,た とえ自分が得意で
はないことでも,一生懸命取り組んでいきたいと思いま
した。自分なりの表現の仕方で,自分の気持ちを伝えた
いと思いました。  (H N)

6 成果と課題
鑑賞の授業は,今までも繰り返し行ってきた。それ
は, ゴッホやピカソのように,すでにこの世にはいな
い画家達の作品であった。静岡県出身という点では,

石田徹也氏の作品を鑑賞したこともあるが,やはり同
様に,2001年に亡くなつている。生徒達にとって今
まで実施した鑑賞授業は作品のみを鑑賞して,造形要
素から作者の想いを感じ取るというものであった。

しかし,本実践では,作品だけではなく表現者であ
る作家本人の想いを直接聞くことができる貴重な時間

を設定した。また,生徒達は鑑賞前に, 自身の想いを
込めて切り絵作品を制作しているため (図 6), より
興味・関心を持つて,作家の話を聞くことができた。
そのため,作家への質問内容は技術面というよりは,
なぜ切り絵なのか, どんな想いで切つているのか, ど

んなことを伝えたいのかなど,自分の制作と重ねた発

言が多かった。作品鑑賞時には,作品に近づき,食い
入るように鑑賞する姿に,生徒の想いの強さが感じら
れた。

印象的だつたのは,福井氏が:中学生を決して子ど

馘●‐2 14丼氏の鶴 を間近で蟻賞する生徒0嫌子

図6‐ 1生掟0前で作品ttつ ヽ`て護る橿井氏

露丼民に贅綺する生掟

国5‐ 4 授業者 (右)と福丼氏 く左)の対敏風景
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も扱いせず, どんな質問にも,一人の人間として誠実

に応えてくれたことである。全身全霊で命の輝きを表

現している福井氏の心からの言葉が,子 どもたちの心

と共鳴していくのが伝わつてきた。作品と作者,その

どちらもが同時に輝き,日 の前でダイレクトに想いを

伝えてくれる。また,作家が自分達の言葉に耳を傾け,

応えてくれる。その濃密な他者Ft15対話の時間が,生徒

達の美術への意識をより高めたのは間違いない。本実

践の最後には,授業のまとめとして「あなたにとつて

美術とは」の問いを生徒に投げかけた。生徒達は,福

井氏の作品鑑賞や対談での言葉と三年間の自分の美術

における学びをつなげて言及しており,表現活動及び

鑑賞活動に,高い意義や価値を見いだすことができて

いた。これこそが,最大の成果であつたと感じている。

しかし,作家と連携する授業の実施は,決して簡単

なことではない。課題としては,時間的問題・スケ

ジュール調整の難しさがあげられる。本実践では, 3

年生の学年運営の時間を活用したため,時間の融通が

利いたが,通常授業では,作家のスケジュールに合わ

せて時間を組むことは,他の授業や活動との兼ね合い

もあり,思 うようにはいかないだろう。

また,作家と連携しさえすれば成果があるというわ

けではない。今回は,単元計画の中に意図的に作家と

の連携による鑑賞授業を組み込んだ。事前の丁寧な打

ち合わせを通して,作家にも鑑賞のねらいだけではな

く,表現 (切 り絵制作)のねらいや内容等も理解いた

だいたため,生徒達の表現活動と本実践 (鑑賞)が ,

一本の線で結ばれたのだと考える。作家と生徒の互い

の想いが伝わりあい,高まつたのだと考える。福井氏

には,事前の打ち合わせやメールのやりとりで,生徒
の制作活動の様子 (過程),作品に込めた想い,義務
教育を終える生徒達にとつて,本実践が最後の美術の

授業であること,「美術が何の役に立つのかJと考え

ている生徒もいること等,お伝えした。そのことを踏

まえて,「福井さんにとつての美術Jについて語つて

ほしいと依頼していた。綿密な打ち合わせの中で,授

業計画や授業のねらい,生徒の実態等を共通理解して

おくことが,連携授業においては必要不可欠であると

いえる。また,作家との連携による授業については,

学校の授業計画及び内容と切り離された単発的なもの

ではなく,学校の年間指導計画や単元計画の中に意図

的に組み込み,その教育効果を高めていく必要がある

だろう。

7 おわりに
実践後,福井氏の公式ブログに本授業に関して,写

真と共に作家の感想が掲載された (図 7)')。 この

言葉から,福井氏が授業者の題材への思いや単元を通

して生徒につけたい力などを理解し共感してくれてい

ることがわかる。また,作家が参カロした鑑賞授業のみ

議0-1 な鐵作轟
`月

モ来‐籠く:滋1 0Xp● ■鶴

歯6-2 生空修轟 :螢囃:′よ0ヽお
'c磯

先生は4月 からの中学 3年生の美術の授業を 1年を
通して「命の輝き」をテーマに、切り絵の手法を取

り入れて下さいました。 (中略)2年生最後の修学
旅行に訪れた沖縄のひめゆりの塔で学んだ事もふま

え、 3年生での授業に、戦争や命、平和などについ
て考えて作品制作を行つたそうです。夏には、私の

ワークショップに先生方が実際に参カロして下さり、
切 り絵について学んでくださいました。そして、1

年間取り組んだ美術の授業の最後の締めに実際の作

家を呼び、本物の作品も見て、話を開くという一貫
した素晴らしい取り組みをされたのです。 (中略)

美術はこれで最後になる子達もいます。そういった

新しい門出をむかえた生徒さん達に美術の大切さを

伝えてほしいとの事で、ご依頼いただきました。や

はり、中には「美術つて必要なの ?Jと 思う子もい
るそうなのですが、先生は人Fn5形成において美術は

とても必要な物と捉えていて、それを最後に伝えた
いという強いお気持ちと情熱がありました。 (中

略)高校になつて美術にふれあう機会が無くなって
も、ここまで美術をやつてきたことは、確実にその

子の糧となっているはずです。私の中学時代は美術
の授業に救われていたと言えるくらい、自分にとっ

て重要な時間でした。自分自身と向き合う事のでき
る大切な時間です。
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加茂千景 高橋智子

ならず,これまで取り組んできた表現 (切 り絵制作)
のねらいや内容を踏まえ,授業に臨んでいたのが伝
わつてくる。

作家が学校を訪問して,直接生徒達と表現したり鑑
賞したりする授業は,それだけで魅力的である。ただ,
すでに先述しているが,作家と連携しさえすれば教育
的な効果があがるというわけではない。事前の打ち合

わせ等を通して,授業者や作家が生徒への思いや願い

を共有し,系統的な計画を持って実践に取り組むこと
が必要となるだろう。

本稿では,年間指導計画及び単元計画の中に計画的
に位置づけられた附属島田中学校での実践を紹介する

と共に,作家と連携した授業づくりの教育内容・方法
の一事例を提案してきた。実践後,同作家と連携して

大学でも同じように授業を実施している。大学での実

践報告については,別の機会に行うこととする。
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